
…………………………………………………………………………………………………………………………

グ
ロ
ー
バ
ル
ウ
ォ
ー
タ
ジ
ャ
パ
ン
代
表
で
国
連
環
境

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
も
務
め
る
、
水
問
題
の
専
門
家
吉
村
和

就
氏
が
６
〜
１０
日
の
５
日
間
、
北
朝
鮮
を
訪
問
し
た
。

そ
こ
で
帰
国
後
、「
知
ら
れ
ざ
る
北
朝
鮮
の
水
事
情
」

に
つ
い
て
緊
急
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
行
っ
た
。

（
聞
き
手
・
野
田
宜
践
）

視
察
は
ド
タ
キ
ャ
ン
に

―
―
北
朝
鮮
に
行
っ
た
目

的
は
。

「
も
ち
ろ
ん
、
水
問
題
の

調
査
で
あ
る
。
国
連
本
部
勤

務
時
代
か
ら
多
く
の
途
上
国

や
紛
争
国
の
水
問
題
解
決
に

努
力
し
て
き
た
が
、
北
朝
鮮

の
水
問
題
に
関
し
て
の
信
頼

で
き
る
情
報
が
極
端
に
少
な

い
。
独
裁
政
権
で
あ
れ
、
軍

事
政
権
で
あ
れ
、
水
問
題
は

国
民
の
命
に
直
結
す
る
最
大

の
課
題
で
あ
る
。
現
地
入
り

し
自
分
の
目
と
足
で
直
接
確

認
し
た
か
っ
た
」

―
―
確
認
で
き
た
の
か
。

「
事
前
に
対
外
文
化
協
会

に
視
察
の
目
的
と
し
て
、
①

水
の
責
任
者
と
面
談
で
き
る

こ
と
②
水
源
、
浄
水
場
、
下

水
処
理
場
な
ど

水
関
連
施
設
の

撮
影
が
で
き
る

こ
と
③
上
記
が

達
成
さ
れ
た
場

合
、
そ
の
内
容

を
公
表
す
る
許

可
す
る
―
―
の

３
点
を
要
望
し

た
。朝

鮮
総
連
の

担
当
者
か
ら
は

事
前
に
『
問
題

あ
り
ま
せ
ん
』、
ま
た
平
壌

空
港
で
迎
え
に
来
た
幹
部
か

ら
も
同
様
の
答
え
を
得
て
い

た
。
と
こ
ろ
が
、
当
日
の

朝
、
案
内
人
か
ら
『
先
方
の

都
合
で
予
定
は
キ
ャ
ン
セ
ル

に
な
り
ま
し
た
。
今
日
は
市

内
観
光
で
す
』
と
。
ド
タ
キ

ャ
ン
。
再
度
理
由
を
聞
い
て

も
『
先
方
の
都
合
』
と
か

『
軍
事
パ
レ
ー
ド
の
影
響
』

と
繰
り
返
さ
れ
、
結
局
視
察

で
き
な
か
っ
た
。

そ
の
代
わ
り
に
平
壌
市
内

と
軍
事
境
界
線
で
あ
る
板
門

店
、
太
陽
宮
殿
（
金
日
成
、

金
正
日
の
遺
体
が
永
久
保
存

さ
れ
て
い
る
施
設
）、
宇
宙

科
学
者
住
宅
、
近
代
共
同
農

場
、
古
墳
等
を
視
察
し
た
。

平
壌
市
内
は
高
層
ビ
ル
が

林
立
し
、
幹
線
道
路
は
片
側

３
車
線
交
通
渋
滞
も
な
く
快

適
、
ト
ロ
リ
ー
バ
ス
や
電
車

が
走
り
、
多
く
の
人
々
は
キ

チ
ン
と
整
列
し
乗
車
し
て
い

る
。
街
中
の
女
性
も
ハ
イ
ヒ

ー
ル
や
カ
ラ
フ
ル
な
服
装
、

ご
み
が
落
ち
て
い
な
い
歩

道
、
空
気
が
き
れ
い
な
ど
日

本
の
マ
ス
コ
ミ
が
報
道
し
な

い
日
常
を
見
て
驚
き
で
あ

る
。
ま
さ
に
金
親
子
が
平
壌

を
『
世
界
最
高
の
都
市
つ
く

り
を
目
指
す
』
と
豪
語
し
た

だ
け
の
こ
と
が
あ
る
と
感
心

し
た
。
し
か
し
街
中
至
る
所

に
軍
人
が
立
っ
て
お
り
、
あ

ら
ゆ
る
場
所
が
思
想
教
育
の

場
と
な
っ
て
い
る
。

一
方
、
板
門
店
に
行
く
途

中
の
農
村
部
を
バ
ス
の
中
か

ら
見
る
と
、
秋
田
で
育
ち
小

さ
い
こ
ろ
か
ら
水
田
や
畑
を

見
て
き
た
私
の
目
に
は
、
や

せ
細
っ
た
水
田
や
畑
地
が
目

に
つ
く
、
ヤ
ギ
や
牛
の
あ
ば

ら
骨
が
浮
き
出
て
い
る
。
人

間
だ
け
で
は
な
く
、
家
畜
に

も
十
分
な
食
糧
が
届
い
て
い

な
い
。
河
川
に
も
水
が
少
な

い
事
が
気
に
か
か
っ
た
（
写

真
１
）」

下
水
は
河
川
に
放
流

―
―
北
朝
鮮
の
水
資
源
の

状
況
は
。

「
平
壌
で
の
年
間
降
雨
量

は
例
年
１
千
〜
１
２
０
０
㍉

で
あ
り
、
水
イ
ン
フ
ラ
が
し

っ
か
り
し
て
い
れ
ば
国
民

（
約
２
４
０
０
万
人
）
が
水

の
困
る
こ
と
が
な
い
。
し
か

し
洪
水
や
干
ば
つ
が
頻
発
し

て
お
り
、
例
え
ば
２
０
０
９

年
の
洪
水
で
は
１
０
０
万
人

以
上
に
被
害
が
発
生
、
ま
た

昨
年
の
平
均
降
水
量
は
平
年

の
５７
％
で
あ
り
深
刻
な
干
ば

つ
に
直
面
し
農
作
物
に
重
大

な
被
害
が
出
た
。

北
朝
鮮
当
局
は
今
年
の
初

め
か
ら
『
コ
メ
と
ト
ウ
モ
ロ

コ
シ
を
主
体
と
す
る
食
糧
』

を
住
民
一
人
当
た
り
３
８
０

㌘
配
給
し
て
い
る
が
、
国
連

が
推
奨
す
る
最
低
基
準
、
１

人
１
日
当
た
り
６
０
０
㌘
を

大
き
く
下
回
っ
て
い
る
。
こ

の
た
め
国
連
食
糧
計
画
（
Ｗ

Ｆ
Ｐ
）
は
３
月
に
７６
万
人
、

４
月
に
は
８０
万
人
に
食
糧
を

援
助
し
た
が
、
こ
れ
は
目
標

人
数
の
４
割
に
過
ぎ
な
い
」

―
―
北
朝
鮮
の
水
道
、
生

活
排
水
の
実
態
は
。

「
平
壌
市
内
（
約
２
２
０

万
人
居
住
）
の
ビ
ル
や
ホ
テ

ル
、
住
宅
に
は
水
道
が
完
備

さ
れ
て
い
る
が
、
常
時
水
が

出
な
い
こ
と
が
多
い
。
こ
れ

は
電
力
不
足
で
ポ
ン
プ
が
稼

働
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
。

市
内
の
ビ
ル
や
レ
ス
ト
ラ
ン

の
ト
イ
レ
に
は
大
き
な
水
タ

ン
ク
が
常
設
さ
れ
、
用
を
足

し
た
後
、
ひ
し
ゃ
く
で
水
を

汲
み
流
す
こ
と
で
あ
る
（
写

真
２
）。
下
水
は
処
理
場
は

あ
る
も
の
の
、
普
通
江
に
無

処
理
で
放
流
さ
れ
て
い
る
。

平
壌
で
は
地
域
や
季
節
に

よ
り
頻
繁
に
停
電
が
あ
る
。

も
ち
ろ
ん
国
家
機
関
や
労
働

党
・
軍
の
幹
部
が
生
活
す
る

居
住
区
、
外
国
人
が
宿
泊
す

る
ホ
テ
ル
は
優
先
的
に
配
電

さ
れ
、
ま
た
各
施
設
で
自
家

発
電
設
備
を
有
し
て
い
る
。

一
方
、
板
門
店
ま
で
の
３

時
間
の
移
動
中
、
農
村
部

（
２
０
０
０
万
人
居
住
）
に

は
水
道
施
設
ら
し
き
も
の
は

一
切
な
く
、
河
川
や
地
下
水

に
頼
っ
て
い
る
も
の
と
思
わ

れ
る
。
当
然
な
が
ら
汚
水
処

理
は
な
く
、
汚
染
さ
れ
た
飲

料
用
水
と
な
っ
て
い
る
。
電

力
供
給
、
地
方
の
場
合
は
一

日
１
〜
４
時
間
の
限
定
供
給

で
あ
り
、
水
道
ど
こ
ろ
か
日

常
生
活
に
大
き
な
影
響
を
及

ぼ
し
て
い
る
。
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ａ

（
米
国
航
空
宇
宙
局
）
の
衛

星
写
真
で
は
、
北
朝
鮮
の
電

力
事
情
が
一
目
で
分
か
る
」

日
本
は
シ
ス
テ
ム
提
案
を

―
―
北
朝
鮮
の
水
問
題
を

解
決
す
る
に
は
。

「
北
朝
鮮
ト
ッ
プ
も
水
問

題
解
決
に
重
大
な
関
心
を
示

し
て
い
る
が
、
軍
事
費
の
増

大
、
食
料
不
足
な
ど
で
手
が

回
ら
な
い
状
態
で
あ
る
。
ま

ず
は
電
力
不
足
の
解
消
で
あ

り
、
特
に
農
村
部
の
解
決
が

急
務
で
あ
り
日
本
が
貢
献
で

き
る
場
で
あ
ろ
う
。

具
体
的
に
は
北
部
山
間
部

は
降
水
量
が
多
い
の
で
流
域

に
合
わ
せ
中
小
の
ダ
ム
を
造

り
、
重
力
で
浄
水
場
ま
で
導

水
し
、
そ
の
過
程
で
小
水
力

発
電
を
行
い
電
力
を
得
て
飲

料
水
を
供
給
す
る
。
浄
水
汚

泥
は
肥
料
と
し
て
活
用
す
る

シ
ス
テ
ム
提
案
で
あ
る
。

大
き
な
こ
と
を
言
え
ば

『
拉
致
問
題
の
解
決
は
、
水

問
題
の
解
決
か
ら
』
で
あ

る
。

政
治
的
に
は
異
論
が
続
出
で

あ
ろ
う
が
、
人
間
と
し
て
最

低
限
必
要
な
、
安
全
で
十
分

な
飲
料
水
を
北
朝
鮮
人
民
に

直
接
提
供
す
る
こ
と
が
日
本

人
の
心
の
広
さ
で
あ
ろ
う
」
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